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地方から始まる

バクー市の空港に到着

し、首都に行かないことであ

る。なぜかというと、一度来

ると客好きのアゼルバイジャ

ンの首都からもう離れないか

らだ。アゼルバイジャンの

奥、昔威力のあるハンの中心

であった古代のシェキ市とい

う町に行くことである。行く

ついでに、アゼルバイジャン

の様々な自然地域も知ること

ができる。観光はアブシェロ

ンの砂漠平原から始まり、

栗、ヘーゼルナッツや拡散

樫等に豊かである山林で終

わる。古代のシェキ市はシ

ェキ－ザガタラ地域の中心地

である。シェキはコーカサス

山脈の南斜面、バクーから約

300キロ北西部に位置してい

る。シェキは、何世紀にもわ

たり、キャラバンが横断した

シルクロードの激流であっ

た。そちらから職人及び商人

は美しさで驚くべきであるシ

ェキの絹や金で縫われた襟飾

りを輸出した。軽く耐久性の

あり、ベールのような透明で

あったシェキの絹は中国とに

劣らずよりよく評価された。

市内及び近郊に紀元後一世紀

に設立された世界における最

も古いアルバニヤ教会の一つ

を含む多数のユニークな建築

記念碑が存続された。ただ

し、最も珍しい事物は18世紀

のシェキハン宮殿である。

石で舗装された曲がりく

ねった街路は城壁及び宮殿自

体につながる。それは約二世

紀前以上、詩人及び芸術品や

工芸品の後援者であったフセ

イン-ハンのため造られた宮

殿である。建築家と建設業者

の努力により、大きく貴重で

あり、デリケートに彫刻され

た箱のようなものが出来上が

った。すべての壁が絶妙な壁

画で覆われており、建物のフ

ァサードを飾るすばらしいス

テンドグラスを通り、中に絶

妙な日光が入っている。ステ

ンドグラス制作の技術が失わ

れることなく、地元の職人は

今でも任意の注文を実行する

ことができる。

中世のキャルバンサライ

のように様式化されたシェキ

のレストランにおいて、美味

バクーというきれいな町を訪ねた、数週間住んだことがあると言っても、アゼ
ルバイジャンはもう読んでしまった本であるかのようだという意味になれな
い。本当に、まだなにも知らないように考えるべきである。こちらに年々来て
も、来るたびにさらに思いがけないことが整う。

アゼルバイジャンを発見
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しい食事を勧めされる。地元

の主な料理であるピティ、ス

パイスと調味料を入れ、弱火

で煮込む羊肉スープを試して

みるべきである。　

菓子店を訪問するべきで

ある。ここでしか、シェキ地

方の有名なお菓子(蜂蜜入り

のバクラバ、甘美なハルヴァ

及び口の中でとろりと溶ける

麦わら)を味わい、購入する

ことが出来ない。これらは、

世代から世代へと受け継がれ

た伝統的なレシピで焼いてお

り、クルミ、ヘーゼルナッ

ツ、アーモンドや山菜からの

蜂蜜等がこれらに独特の風味

を与えている。厳しい製菓業

者(男性のみの職業)は味を見

るために、観光者に大きなナ

イフの切れ刃で新鮮なお菓子

を与える。もし味を見るため

に、バクラバやハルヴァ汁気

多くの一個を伸ばされる場合

は、断るべきではない。更

に、大家さんを怒らさない

ように最後まで食べた方がい

い。

ワイン造事業の紹介（ワ

インをめぐる）シルヴァン地

方は常に美しい山々、緑の渓

谷とアゼルバイジャンアーキ

テクチャの数多くの記念碑で

観光客を集めている。アレク

サンドル・デュマは南コ－カ

サスを旅行した際、シャマハ

に滞在した。彼は、｢三銃士｣

小説よりも少なく誇りに思っ

た自分の有名である｢料理｣と

いう本のために様々な東洋レ

シピを持ってきた。

フランスの偉人であるこ

の小説家は正しかった：シ

ャマハ料理は46種類のピラ

フ、14種類のドルマや多様な

ケバーブ等、豊富であること

に間違いない。このすべてを

イスマイリという近くの地方

で造られている白ワインか赤

ワインで飲むべきである。

イスマイリは海抜1400メ

ートルに位置する最大のワイ

ン産地である。地方の温和な

気候は素晴らしい辛口と甘口

のワインができている様々な

品種の栽培を可能にする。

2000年代初頭、イスマイ

リのワイン醸造工場は廃墟で

あった。その新しい所有者で

あるイスマイリのシャラブ会

社はグルジアからサペラヴ

ィとカベルネ·ソーヴィニヨ

ン品種のぶどうのつるを運送
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し、古代アゼルバイジャンの

マットレス品種を復活させよ

うがなかった。今では、独立

国家共同体の中に最も現代的

であるワイン産業複合体はイ

スマイリに位置する。産業工

場は全体現代化され、フラン

スとイタリア製品である新し

い設備が導入された。ぶどう

は化学肥料を使用せずに栽培

され、手で収穫される。

ほぼすべての店では売ら

れている。こうして、ワイン

醸造所は最近観光地のより明

確な特殊となる。注ぎ分け工

場近くに白く見える二階建て

のコテージ、プール、テニス

コート、レストラン、大テイ

スティングルームが仕上げら

れている。“ワイン”観光の

重要な原則はワインが造られ

ている場所で飲むことであ

る。アゼルバイジャンにおい

ては、それにさわやかな空気

及びすばらしい景色を追加す

る。

ここには、ロシアの移民

であるモロカンの子孫が住ん

でいるイヴァノフカ村及び職

人で有名であるラヒジ村－リ

ザーブが位置しておる。手工

業のお祭りやフェスティバル

の際、数多くの観光客はシル

クロードの商人から評価され

る及びカフカス以外にも知ら

れている工芸品を買いにここ

に来る。

ラヒジの主な商店街はの

なめし皮業者、銅器工、刻印

工、陶工、裁縫師、はめ込み

細工、石及び木彫師、兵器工

等の店や工房が高密度に並べ

てある。その雲上の地方にお

いてお手ごろ値段で素敵なお

土産や芸術作品等を購入する

ことが出来る。

石油治療を受ける

アゼルバイジャンの中央

に（シェキから役100キロ南

部）位置するナフタランの小

さな町を訪問するべきであ

る。ここに発見された健康に

よいナフタラン・オイルの源

は地球上においては唯一の場

所である。燃えないし、燃料

としても使用できないけれど

も、病気の数十を扱う。

発 見 の 話 は こ れ で あ

る。1890年、ドイツのエンジ

ニアであるエーガは現在のナ

フタラン市で石油を探した。

彼は広大な土地を借り、労働

者を雇い、手っ取り早い利益

を見越して最初の油井を築い

た。ただし、採取された試料

のせいで企業家は瀕死であっ

た。というのは、原油にはナ

フサ留分がなかったからだ。

エーガは一度倒産の危機に瀕

し、それは健康に良いと思っ

ていた地元の人々が暑い日の

際、石油で満たされた穴の中

に浸るとのことに気づいた。

それで、希望を与えて慰

められたドイツ人はナフタラ

ンの軟膏を開発するため、工

場を開発を開いた。それは創

傷、熱傷、凍傷等をよく治し

た。アゼルバイジャンからの

新薬はヨーロッパにおいても

ものすごい成功を収めた。エ

ーガの軟膏は、エンジニアの

詳細な記事や医者の評判で提

供され(調合薬は秘密として

ほじされた)、ほとんどすべ

ての病気の薬剤として販売さ

れた。

もちろん、あなたはほん

の数時間ナフタランに到着

し、すべての病気を取り除く

わけではない。だが、健康上

には問題が起こる際、ナフタ

ラン石油に基づいたクリー

ム、軟膏、溶液等をここに購

入することができる。

現在は、ナフタラン健康

づくりセンターにある油処置

のおかげで、首尾よく皮膚

疾患、筋骨格系の疾患や、一

枚以上のシートであるリスト

ぐらいの他の病気等を治療す

る。地元のある保健センター

泥火山、ゴブスタン

アゼルバイジャンを発見
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には松葉杖博物館さえある。

これらは、ナフタラン浴室の

後、歩き始めた見込みのない

患者、ほとんど身体障害者に

よって残られたものである。

従来の油に表面上類似し

たナフタランの成分を学び、

科学者は液体の薬効が主にそ

の中に入っているナフタラン

系炭化水素によるものである

ことが分かった。生物活性物

質の基礎をなすビタミンD,ス

テリン、胆汁酸は適応機能の

活性化に貢献する。しかしな

がら、何百年間にわたるナフ

タラン油による治療を実行さ

れたアゼルバイジャンにおい

ては、石油のユニークさと特

定の効果に疑わない。都会に

は、負荷を処理しないナフタ

ランの６つの古い療養所の代

わり、すでに４つの私立医療

施設があり、３つは建設工事

だ。

1990年代の″不景気のな

い″期間中にヨーロッパは突

然アゼルバイジャンのナフタ

ラン処置の優位さを取り上げ

た。

西に東を合わせる

夜、バクーに到着する

と、無数の街灯の暖かい光及

び豪華なショーウィンドの輝

きで首都を見る。都市は非常

に明るくそして上手に照らさ

れたおかげで、今日は、アゼ

ルバイジャンの首都はまるで

巨大な宝物のように照る。

都市の形状を形成する宮

殿も照明と同じである。２０

世紀の初めに、アゼルバイジ

ャンは石油貿易で非常に豊か

になると同様に、ヨーロッパ

の首都のモデルに基づいて建

設するヨーロッパの最高の建

築家を呼び寄せた。建物を覆

わるほっそりした東洋の雰囲

気だけ、あなたは今、カスピ

海の海岸にいることを思い出

される。

首都を上から見下ろすべ

きである。例えば、首都の中

心に位置するラディソンホテ

ルの見晴らし台。ここでは、

パノラマ景観のレストランで

食事することが出来る。グタ

ブから始め、バリグ・ボズバ

シ(トラウトのスープ)を試

し、アゼルバイジャンの主な

料理であるプラヴにも余地を

残るべきだ。

ゴブスタンでの岩絵

スラハニでの拝火教徒のアテシカー寺院
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国の首都であるバクー市

はさまざまな宗教、国籍、文

化の代表者にとって故郷であ

る。

ここには、ロシア人、ク

ルド人、ウクライナ人、レズ

ギン、インド人、ユダヤ人、

グルジア人、トルコ人が住ん

でいる。彼らは自分の伝統及

び習慣を維持しているおかげ

で、民族誌視点において、バ

クーは非常に興味深い首都と

なった。

バクーの中心は旧市街(イ

チェリシェヘール)だ。１２

世記においては、ここは二重

行の城壁及び堀に囲まれた。

防御的な構造物の建設は、エ

ジディドヴ王朝のシャーであ

るマヌチェフルⅡ世の治世中

に始まった。

街にいくつかの門から入

ることが出来、その中に最も

主なのは今でも壮大さでびっ

くりさせるぐらいのシャマハ

門である。ぎゅっとお互いに

押し付けられた家は多くの狭

い小路や袋小路から迷路を形

成し、住民の家は低い住宅及

び深いベランダを含む同封の

中庭であった。

そのような計画は完全に

正当化された。外国人はくも

の巣のような通りに簡単に迷

い、道の狭さは夏の暑さか

ら、冬には、冷たい風から住

民を救った。

バクーの最も有名である

と同時に不思議な建築記念碑

は乙女の塔(ギズ・ガラシ)

だ。塔は、首都のしるしとし

て、中央東及び近東全体にお

いて唯一である。カスピ海に

激突する岩棚の上に建てられ

た乙女の塔からからバクー港

の景色が見える。

科学者は今でも塔の年齢

層について論争し続いてい

る。十世紀よりも遅れること

なく建てられたが、ほとんど

は、段階的に建設され、塔の

建設は数世紀に広がったとい

う説がある。

塔の創設は5-6世紀に、上

の部分は12世紀を推定されて

いる。乙女の塔の役割も激し

い論争の対象である。ある科

学者の意見では、塔は火の神

殿として建てられ、建物の高

さはゾロアストルが非常に珍

奇な埋葬礼儀を実行したこと

に関している(死体は地中に

埋めずに、猛禽によって滅ぼ

されるように外へ出す)。

12世紀において、乙女の

塔はシルバンシャーのために

最も強大な要塞の一つであ

り、その後、18-19世紀に灯

台として使われた。塔の近く

に行われた発掘の際、1700-

1800年代の年齢層として推定

された古代キリスト教のバジ

リカ様式の廊堂の廃墟が発見

された。それは一世紀元前、

異教の部族の間でキリスト教

を説教したイエスキリストの

12使徒の一人であるバーソロ

ミュー聖人の死刑場所に建て

られたとのことだ。

旧市街の心

要塞のほとんどは、１５

世紀に建てられたシュルヴァ

ン支配者のシルヴァンシャー

宮殿である。建築複合体はデ

ィヴァンハーネ、シルヴァン

シャー廟、モスクとミナレッ

ト及び宮殿のハマムを含めて

三つのレベルであり、海から

遠くまで見える。

ここの建設は首都はシル

ヴァンからバクーに移動され

た後、始めた。伝説によれ

ば、建設のための場所は非常

に慎重に選ばれたとのこと

だ。町のさまざまなところに

肉の小片が掲げられ、どこで

それが最も遅く腐敗したと宮

殿が建てられた。

複合体の中で最も古い建

物は丘の上に位置する宮殿で

ある。宮殿は二階建ての建物

アゼルバイジャンを発見
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だ。各階に２５室がある。一

階に召使が住み、食糧備蓄を

格納すれば、上に族長及び側

近者が住んでいた。

当時の政府が働いたディ

ヴァンハーネの近くに廟があ

る。最高級壮大な装飾品で飾

られたインテリアは、アゼル

バイジャンの中世建築の一つ

の例である。考古学者によ

り、廟の床下に地下納骨所(

シルヴァンシャー王朝の14名

の墓)が発見された。

オリジナルなコニースで

飾れた２２メートルのミナレ

ットを除き、建築表現に重大

に違い、施工に考えられた割

合、飾りの有り余りのないよ

うに建てられた１５世紀のシ

ューモスクも歴史的及び建策

的に非常に面白いだ。

そして、もちろん東洋を

伝統的なハマム抜きで想像で

きない。宮殿集合体は、外見

上では簡単であるハマムを含

んでいる。しかし、俗にいわ

ゆると、本を表紙から判断す

べきではない。バクーにおい

ては昔から外側を飾るより、

内部容積および技術ソリュー

ションの土木構造物の複雑な

セットの正しい比率の方が選

ばれた。

ハマムにおいては、広大な

石鹸所とプール、さまざまな

処置室があり、清い水が近く

の噴水井戸から供給された。

土地の深くに位置する大きい

貯水池にエアシャフトがつけ

られた。分岐されたシステム

の熱伝導チャネルのおかげ、

床及び壁が自然に温めた。

1500年、バクーはセフェ

ヴィド軍によって占領された

際、宮殿も略奪された。多く

の宝物は戦利品としてタブリ

ーズに運び去られ、今ではロ

シア、フランス、トルコ、イ

ラン、イギリス及びアメリカ

の博物館にある。宮殿の図書

館からの古代の分厚い本はバ

チカン、テヘラン、モスク

ワ、サンクトペテルブルグ等

の文庫にある。

12世紀の城壁の外に、19

世紀の終わりに石油産業の急

激な発展の際、建てられた″

ブームタウン″が位置する。

当時に、アゼルバイジャンは

世界の半分の石油需要を提供

し、お金持ちの石油王はヨー

ロッパの最高の建築家を招待

した。
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石油ブームに従い、文化

的な生活が盛んだ。芝居が

開き、ヨーロッパからの音

楽家や歌手が招待された。

聞いたところによると、オ

ペラ劇場は口論上お金持ち

によって建てられたとのこ

とだ。イタリアのプリマド

ンナがバクーに到着し、首

都に劇場がないとのことに

驚いた。彼女は出演したけ

れども、劇場がないのでも

う二度と来ないと言った。

それに反応として、ある立

派な方は一年後バクーに劇

場が建てられると言った。

彼は約束を守り、ここに劇

場が建てられた。アゼルバ

イジャンの歴史や独自性の

本当の鑑定家である方のた

め、バクーは古代史に没頭

することが出来る多くの博

物館を勧める。バクーには

歴史博物館、文学博物館、

音楽暦博物館、絨毯博物

館、アゼルバイジャン演劇

博物館、豆本博物館が見つ

けられる。

昔から、歓待、お年寄り

に対す尊敬、人道的援助、平

和及び寛容はアゼルバイジャ

ン人の伝統での主な特徴であ

った。バクーを訪問し、きれ

いな街路を散歩し、通行人と

話すだけでそれを感じること

が出来る。バクーに行ったこ

とがある方は、ぜひそこに戻

ってくると古くから信じられ

ガラの公開保護区

アゼルバイジャンを発見
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ている。したがって、バクー

に来るかどうかの質問に、返

事は肯定的であるべきだ。

歴史に触れる

アゼルバイジャンの伝統的

なカーぺっトに興味がある方

はカーペット工場の旅行を楽

しみ、世界中においては唯一

である最高級の製品や手で織

られたカーペットに浸る。ア

ゼルバイジャンの制帽女工に

よって造られたすばらしいカ

ーペットはエルミタージュ美

術館、ルーブル美術館、イス

タンブールのトプカピ故宮博

物館、ロンドンのヴィクトリ

アとアルベルト美術館、ワシ

ントンの織物博物館を飾る。

では、どうしてアゼルバ

イジャン人がカーペットにそ

んなに目を掛けるか？それが

理解できるように、バクーの

近くの郊外(ガラ村)にある野

外博物館を訪問するべきであ

る。考古学者は、ここに古代

の要塞及び移住の遺跡を発見

し、その場所に様々な時代の

多くの展覧品(石器時代の原

始的な工具及びペトログラフ

の記号だらけにされた板石か

ら１９世紀の優雅な長椅子ま

で)がある歴史民族公園を造

った。

この博物館においては、

いわゆる歴史に触れることが

出来る。観客様が自分自身で

伝統的な工芸品を体験する

シェキ・ハン宮殿、シェキ



54 www.irs-az.com

か、古代のお祭りや儀式に参

加するように招待されてい

る。バクー住民にとっては、

ガラ村は家族と一緒に遊びに

行く特有の気晴らしセンター

の一つである。

復元された職人の家にお

いて、何枚のカーオットが床

に、何枚のはダスタルハン

(かまどの前面)に敷かれ

た。ここで木製食器が置い

てある(現在において、アゼ

リ・イルメの制帽女工が類似

のものを使っている)。内部

には家具がない。それは、人

々がベッド、テーブル、机等

の代わりにカーペットを使っ

たからである。

建物が単純であるのは、

アゼルバイジャン人の先祖で

ある古代のトルコ人は無限の

大草原を自宅として考え、自

分自身を壁や屋根で制限しな

かったからだ。その後、カフ

カスとカスピ海の間に沈下

し、牧畜業に興味を保持する

と同様に、手工業や商業に

優れた能力も見つけた(利点

は、多くのアゼルバイジャン

のハン国はキャルバン路線の

交点に占拠することだ)。

博物館の窓から現在のガ

ラ村の住民の二階建て家が見

られる。半分の建物は博物館

の展示として使われている切

り石で建てられたとのこと

だ。狭い通りに毛むくじゃら

の羊が走り、家の敷地に牛が

鳴き、犬が吼えている。時間

が200年前じっと立っていた

ように思われるかもしれな

い。だが、家の後ろから始ま

り、地平線に周囲の丘にわた

る石油デリックは訪問者を迅

速に21世紀に返す。

火に祈る

バクーの付近、スラハ二

村に最も有名な観光地の一つ

であるアゼルバイジャンの拝

火教寺院、アテシキャーが位

置している。過去において、

こちらに燃焼した天然ガス源

があったらしい。

「火の大地」は巡礼人(ヒ

ンズーゾロアストル教徒)に

とって礼拝の場所となった。

ゾロアストル教徒はこちらに

寺院を高め、僧坊及び礼拝堂

を構築した。複合の全体は、

多くの僧坊に禁欲の情勢が復

元され(時には神殿の塔にお

いて、再び火を点灯される)

、現在まで生き残ってきた。

美食家のための備考

アゼルバイジャンは、美

食家である方またはカフカス

や東洋料理に興味がある方に

とっては楽園である。なぜか

というと空腹を感じる観光者

はケバーブ、リュレ・ケバー

ブ、クタブ、漬物、お菓子等

をどんな喫茶店やレストラン

でも食べられるからである。

ただし、それぞれの地方でき

っと特別なもので饗応され

る。

例えば、シェキにおい

て、それは子羊肉のペリメニ

入りのスープ・デュシュベレ

及び蜜入りのスクランブルエ

ッグ、ザガタラでは鳥肉入り

のプラヴ、ギャンジャではシ

ャーベット及びクロテッドク

リームなどである。

アゼルバイジャンでは、

残念なことに諸外国には輸出

されなく、国内でのみ消費さ

れる美味しい料理が多くあ

る。子羊肉を使って詰めらた

アゼルバイジャンを発見
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たジャガイモとりんご、アブ

シェロンソースがかけられた

ちょうざめの肉、トマト及び

オリーブ、ジャガイモのドル

マ、羊肉のハシ等はアゼルバ

イジャンでしかとても食べら

れまい伝統的な料理である。

観光客にとっては、アゼルバ

イジャンの料理は脂っこいも

のであるため、食事の際は注

意が必要だ。昼食や夕食にの

招待されるたびに、もてなし

の飲食物量を自分自身の力に

会わせるべきである。

ベジタリアンである方

も、美味しいものを見つけら

れる。東及び南のさまざまな

果実や奨果が熟する楽園で、

スグリ、真っ赤なザクロ、琥

珀色の柿、西洋サクラ、クリ

ーム色のモモ、プラム、緑色

のイチジク、フェイジョア、

クルミ、オリーブ、甘いメロ

ン及びスイカ、みずみずしい

リンゴ、すべての品種のブド

ウ等がある。

数字及び事実

-	 	アゼルバイジャンにお

いては世界的に重要な65の遺

産がある（ゴブスタン及びバ

クーの旧街市がユネスコ世界

遺産リストに登録された）

：15の自然と歴史である保護

区、２０の禁猟区と狩猟場、

-47平方キロメートル、国

の総面積(86,6千平方キロメ

ートル)の半数以上は油ガス

田である。専門家の主張によ

ると、アゼルバイジャンの埋

蔵量は約30億トンである。

-アゼルバイジャンの首都

においてはユニークな美術館

がある、その中に：

•	カーペットで多数のコレ

クションを持つカーペッ

ト及び実用芸術博物館；

•	世界では最古である楽器

•	 (タンバリン石ー″ガワル

ダシ″)を含む35千以上の

展覧品が収容されている

音楽文化国立博物館；

•	総基本には5千冊以上のす

べての言語で書かれてお

り、ある本は顕微鏡での

み読み取ることができ、

世界中においての唯一の

豆本のコレクションを持

つ豆本博物館；

•	国際石油工業会社の専門

家の中に人気があるバク

ー石油博物館。	


